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調査の概要
　本遺跡調査は、阿賀野バイパス道路事業建設工事に伴
い実施しているものです。新町遺跡は新潟県阿賀野市大

字百津字新町に所在する室町時代の遺跡です。遺跡は、

阿賀野川右岸の標高７ｍの自然堤防上に立地します。

　新町遺跡周辺には中世の多数の遺跡が存在します。大

型井戸が発見された境塚遺跡や、集落跡である山口野中

遺跡、山口遺跡、村前東 A遺跡、狐塚遺跡等が調査され

ています。このように新町遺跡周辺では中世に幾つもの

集落が存在し、人々が生活していたことがうかがえます。

　新町遺跡は平成 26 年にバイパス本線部分の調査が行

われ、中世の掘立柱建物・溝・井戸・土坑等が発見され

ています。特に井戸は 97 基あり、素掘りの他、井戸側

や木製の容器である結物が設置された井戸等、様々な種

類の井戸が発見されました。中でも井戸側が設置されて

いる大型の井戸（SE114）は一部が調査区外にあり、全

容が不明でした。

　今回は前回調査区の東側を調査しました。井戸 7基

や溝 10 条が発見されました。井戸は殆どが素掘りで

した。さらに前回調査できなかった SE114 の全容が判

明する予定です。また、曲物が埋設されている SE620

が発見されました。

　遺跡は今回の調査区から更に東に広がることが明らか

になり、井戸が多数存在する貴重な遺跡であることが改

めて判明しました。
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１　調査に至る経緯

　一般国道 49 号（福島県いわき市～新潟市）は、太平洋側と日本海側を結ぶ重要な幹線道路である。2011

年３月に発生した東日本大震災では、救援活動や被災地への物資輸送、また避難路としても高速道路や鉄

道とともに大きな役割を果した。

　阿賀野市街地を通過する国道は、幅員が狭小なため、その交通量に対応できず交通混雑や騒音、交通事

故などの生活環境に与える影響が問題となっている。これらの問題を解消し、安全かつ円滑に交通を処理

することを目的に「一般国道 49 号安田バイパス」（阿賀野市六
ろく
野
の
瀬
せ
～寺

じ
社
しゃ
間 5.6㎞）と「一般国道 49 号水

原バイパス」（阿賀野市寺
じし ゃ
社～下

しもくろせ
黒瀬間 8.1㎞）が計画された。2004 年３月に安田町・水原町・京ヶ瀬村・

笹神村の４町村が合併し、人口約 48,000 人の阿賀野市が誕生した。合併に伴いこの２つのバイパスをあ

わせて「阿賀野バイパス」と呼ぶことになった（国交省新潟国道事務所パンフレット2006年）。このうち水原バイ

パスは、1999 （平成11）年３月に都市計画決定、2000年４月に事業化、2003年度には用地買収に着手した。

　事業の進展に合わせ、国交省は 2003 年３月に県教委に事業地内の遺跡の有無を照会した。県教委は平

成 15 年３月 27 日付け教文第 1319 号で埋文事

業団に対して遺跡分布調査を依頼した。埋文事業

団は収穫が終わった 2003 年 12 月に水原町寺社

から京ヶ瀬村下黒瀬間 8.1㎞の遺跡分布調査を実

施した。分布調査の結果、周知の遺跡は事業地に

は含まれていないが、23 か所で古代を中心とし

た土器を採集した。このことから水原バイパス事

業地のほぼ全域、約 470,000㎡において試掘調

査が必要であると県教委に報告した。

　遺跡の有無を知るための試掘調査は、2005 （平

成 17）年９月に既に供用されている南側の安田

バイパス寄りの阿賀野市（旧水原町）寺社から始

めた。試掘対象面積約 12,000㎡に対し、4,850

㎡で遺構や古代の遺物を検出し、庚塚遺跡として

新規登録した。このあと用地買収の進捗と工事に

合わせ、2012 （平成 24）年まで断続的に試掘・

確認調査を実施した。

　新町遺跡を含む周辺の試掘は、平成 20 年 3月

31 日付け教文 1435 号の２で埋文事業団に依頼

があり、同年（2008 年） 6月に調査を行った。試

掘対象地は水原バイパスの法線に沿って延長約
第１図　阿賀野バイパスの路線と遺跡の位置

（国土地理院地形図「新潟」「新津」1:50,000 原図 平成 14 年発行）
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　新町遺跡は 15 世紀後半～ 16 世紀前半の遺物が出土しています。遺物は

輸入陶磁器である青磁や石川県珠洲で生産された珠洲焼、鍛冶関連遺物で

ある羽口や鉄滓が出土しました。鍛冶関連施設は発見されていませんが、

近隣に鍛冶関連の施設が存在した可能性があります。

まとめ

　室町時代の 15 世紀後半～ 16 世紀初頭に存在した本遺跡は多数の物や

人が行き交ったことが遺構・遺物からうかがえました。

　今回の調査により多数の井戸、道状遺構が発見されました。遺構の特殊

性や青磁・白磁等の輸入陶磁器の出土、さらに前回調査で出土した茶道具

などの遺物から本遺跡は一般的な集落とは異なると思われます。
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